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現代語風に意訳してみました。 
     

１番 三百年ほど前に尾張の初代殿様

源敬公（徳川義直公）が親しまれた応

夢山は学校のすぐ近くにある。 

２番 源敬公の歴史を語る碑は原生林

の中から遠く濃尾平野を見渡せ

る位置にいつまでも立ち続けて

いる。（碑とは廟所にある義直公の墓標をさすものと思われる） 

３番 遠くに源を発する玉野川の清流

はたゆむことなく流れ続けてい

る。その流れのように途中でく

じけたり怠けたりしないでさあ

共に勉学に精を出そう。  

 

「三百年のその昔…」で始まる掛川

小学校校歌は卒業生である人なら誰で

も口ずさむことのできる懐かしい歌で

す。 

ところが、その歌詞の内容となると

ちょっと分かりにくいなと感じている

人もいるのではないでしょうか。 

「小学校」と「源敬公」がどういう

関係があるのか、「歴史を語る碑」とは

何をさしているのか、などなど。格調

の高い歌詞ではありますが、その意味

を理解するには作詞された当時の時代

背景や掛川地区と尾張徳川家との結び

つきなどが分かっていないとなかなか

むつかしいものがあります。 

やまびこ第4号のコラム「校歌の謎」

で取り上げた「中島全能和尚の覚え書

き」を調べてみると校歌がどのような

組み立てで作詞されているのかがよく

分かります。覚え書きには校歌の歌詞

が１番から３番まで書かれています

が、それぞれの歌詞の下に学校の位置、

英雄崇拝、奨学の三つのメモ書きが残

されているのがみつかったのです。こ

れは校歌の柱だてを示すもので、歌詞

解釈の手がかりとなる重要な発見でし

た。  

１番 学校の地理的位置 

２番 徳川義直公をたたえる  

３番 勉学の奨励  

これをもとに平易なことばで校歌を
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